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 日本は世界第二位の森林率（67%）を誇る、文字通りの森林国である。森林のうち 40%がスギやヒ

ノキ、カラマツやトドマツなどからなる人工林である。森林に占める人工林の割合、すなわち人工林

率は世界第二位であり、日本は森林大国かつ人工林大国ということになる。この広大な日本の森林を

背景に、いくつかの変遷を重ねながら、私は生物多様性と森林の管理について研究してきた。 

 

人工林景観における鳥類多様性 

人工林が優占する日本の森林景観。残存する天

然林は、まるで人工林の海の中に、島のように小

さく隔離されて浮かんでいる。残存する天然林の

面積が小さくなると、天然林内の鳥類の単位面積

当たりの種数が減少することが野外調査から示

された 1)。一方人工林内でも、広葉樹が混交する

と多様な鳥類が生息することが明らかになった 2)

（図 1）。 

 

肥沃な場所は改変されている 

―人間と生物多様性は適地が競合している― 

人工林景観での調査では、小面積の隔離された天然林へ到達するのに苦労した。そうした天然林は

通常、傾斜が急で岩がちだった。天然林は、人工林を造成するには不向きな場所―非生産的な場所―

に残存していた 1,2)。 

その後、日本全国の森林性鳥類の分布に、気候や地形に対して、土地利用がどれ程重要かを検証し

た 3)。解析の結果、日本の土地利用は気候と地形に大きく依存していることが示された。広大な天然

林は気温が低い高標高域にのみ残存していた。一つの仮説が導かれた――私たちは、多くの生物にと

って最も価値が高い温暖で低地の生息地を優先的に奪い、生物にとって条件が不利な冷涼な高地で生

物多様性を保全しようとしているのではないだろうか 4)？ 

 

人工林で生物多様性を保全する意義―保護区の設立だけでは十分ではない― 

原生的な自然や保護区は地理的に偏って分布し、大面積の保護区は必ずしも確保できない。地域に

よっては保護区に適した原生的な自然はほとんど残っていない。大型の動物や渡り鳥は保護区内では

生活史を全うしない。こうした事実から、保護区以外の場所で生物多様性を保全することの生態学的

な意義が広く認識されるようになった 4,5)。人工林景観では、天然林を取り巻く人工林に広葉樹を混交

させ、景観全体で生物多様性を保全する、という選択肢に意義を見いだせないだろうか 4,5)？ 

 

広葉樹が混交した針葉樹人工林の社会的価値―木材を生産しながら生物多様性を保全する― 

木材の経済的価値は、第二次大戦以降長期的に下落してきた。一方で、生物多様性の保全に対する

図1.広葉樹や立ち枯れ木が混交し、下層植生
が発達した人工林には多くの鳥類が生息する2)



国民の理解は進んだ 6)。人工林における生物多様性

の保全の社会的機運が高まっていると考えられた。

そこで、人工林で広葉樹の増加に伴う鳥類の増え方

を調べ 7)、鳥類が増加することの経済的な価値をイ

ンターネットによる調査（選択型実験）で評価した
8)。費用便益分析を行なったところ、広葉樹を人工林

に混交させることは経済的損失を伴うが、鳥類が増

加することにより、この経済的な損失が相殺される

ことが分かった（図2）。木材や鳥類の経済的な価値

を変化させて分析を行なっても、多くの状況下で、

広葉樹が混交した人工林の社会的価値は針葉樹のみ

の人工林よりも高くなることが明らかになった 8)。 

 

変わりゆく森林・林業、生物多様性 

二度の世界大戦と復興期を経て、日本の森林は伐

採されなくなった。昭和末期から平成にかけての最

も大きな森林の変化は、消失でも増加でもなく成熟である 9)。10年生以下の幼齢林は天然林・人工林

を問わず大きく減少し、同時に経済的な役割を失った半自然草地も明治以降激減した。しかし日本の

木材需要は戦後増加し、「南洋材」と呼ばれる東南アジア産の木材によって需要を満たしていた。日本

へ木材を輸出するための択伐は、結果的に東南アジアの森林の消失を招いたことが知られている。 

日本で繁殖する鳥類のうち、繁殖を終えると南下して越冬するいわゆる「夏鳥」のほとんどは東南

アジアで越冬する。そこで、1970 年代と 90 年代に行なわれた全国規模の鳥類調査の結果を解析した

ところ、以下の傾向が見られた 10)。 

・ 草地や幼齢林に依存する種（草地性種）は森林が成熟したために分布域が減少した。 

・ 成熟した森林に依存する種（成熟林種）のうち、越冬期も日本にとどまる種の分布域は増加した。 

・ 成熟林種のうち、夏鳥は分布域を減少させた。 

日本は自国の森林を温存して成熟林種のうち国内に留まる種を増加させ、東南アジアの森林を伐採

して夏鳥を減少させてきたと考えられる 9,10)。この結果は、森林の管理は一国の鳥類多様性を左右する

ほど重要であること、さらに国境を超えてその影響が波及しうることを示している。 

 

幼齢林の生物多様性―半自然草地が激減し森林が成熟した日本における林業の新たな役割― 

萱や刈敷き、牛馬の飼料を生産するため、人為的に維持されてきた半自然草

地はかつて日本で重要な土地利用・生態系だった。しかし、茅葺屋根は姿を消

し、牛馬や刈敷きは農耕に用いられなくなった。明治期に国土の 10%以上を占

めた半自然草地は1%以下に激減した 6)。これに伴い、多くの草地性生物がその

数を減らし、今や半自然草地の減少は、日本の生物多様性喪失の主要因となっ

た。 

人工林の伐採、地拵え、下刈りは典型的な人為攪乱であり、植栽直後の幼齢

林では草地的な環境が維持される。野外調査の結果、カラマツ幼齢人工林は、

ハナバチ、鳥類、植物にとって半自然草地に匹敵する好適な生息地であること
11)、10年生以下の幼齢林が草地性鳥類にとって優れた生息地であること 12)、草地性の鳥類（写真1）・

写真1.代表的な
草地性鳥類、ノ
ビタキ。カラマ
ツの植栽木に留
まるオス（論文
13)より転載）

図2.費用便益分析の一例。混交率が増加する
につれて針葉樹が価格の低い広葉樹に置き換
わるため、木材の総額（木材の価値）は減少
する。一方で鳥類の個体数は増加するため、
鳥類の価値は増加する。木材の価値と鳥類の
価値の合計が森林の社会的価値で、この値が
最大化する混交率が最適な混交率となる。



植物の単位面積当たりの保全機能は幼齢林の面積に応じて大差ないこと 13)、などが明らかになった。

計画的な林業活動は、幼齢林という一時的な草地を国内で創出・維持しうる能力を持っていることも

示すことができた 9,14)。半自然草地が激減し広大な人工林が成熟した現在、林業の再生は木材資源の利

用と生物多様性の保全をwin-winの関係に変えるのではないだろうか。 

 

極東の小鳥の渡りルートを探る―ノビタキはどこで越冬しているのか？― 

東南アジアで越冬する草地性鳥類は、日本国内の林

業再生で必ずしも保全できるとは限らない。そこで、

照度を定期的に計測する小型機器（ジオロケーター）

をノビタキ（写真 1）の背中に装着し、翌年帰還個体

を再捕獲してジオロケーターを回収し、格納されたデ

ータを解析した 15)。その結果、繁殖を終えたノビタキ

は本州を経由せず直接大陸に渡り、華北平原で一時滞

在した後、主にインドシナ半島で越冬していた（図3）。

現在、華北平原では小鳥を違法に大量捕獲しており、

渡り鳥の減少の一因になっていると指摘される。また、

インドシナ半島では草地がゴム農園に転換され、世界

の食料需要を満たすために粗放的な農地を集約化する

ことが最も望まれている。東南アジアで生物多様性へ

の負荷を低減した「持続可能な集約化」をいかに達成

するかは、極東の草地性渡り鳥だけではなく、世界の生物多様性を保全するための重要な課題である。 

 

木材を生産しながら生物多様性を保全する試み―結びに代えて― 

1,000万 haに及ぶ人工林の多くは戦後の拡大造林政策下で造成された。近年、人口減少や製材・用

材の国内需要の減少などを背景に、人工林の一部を天然林に誘導するという動きがみられるようにな

った。一方で、人工林は現在世界的に拡大している。日本の人工林の歴史を振り返ると、木材生産に

特化した人工林景観でも、木材生産の必要性が将来的に小さくなり、天然林の再生が求められるとい

う可能性を少なからず抱えているのではないか。そのために、人工林景観でもいくらかの天然林や在

来樹木を残しておくべきではないだろうか。時は今、生物多様性の保全は国民から理解を得た。費用

便益分析で示されたように、生物多様性の保全への配慮は、森林・林業の

社会的価値を大きく向上させるのではないだろうか？ 

私たちは現在、北海道の道有林で、トドマツ人工林を主伐して再造林す

る際、混交する広葉樹を残す実験を行なっている（写真 2）。残した広葉樹

が、主伐後の生物多様性やその後の回復過程にどのように影響を及ぼすの

かを検証している。混交広葉樹を未来への遺産として残す――この実験は、

林業が国民から理解と支持を得るための大事な試みだと考えている。 
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図3.石狩平野で繁殖した12個体のノビタ
キの渡りルート

写真2.単木中量保残区
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